
◇主　催：長崎郷土芸能保存協議会　　　　◇協　賛 : 長崎市、長崎市教育委員会 
◇後　援：長崎県教育委員会、長崎国際観光コンベンション協会、長崎新聞社、朝日新聞社、毎日新聞社、
　　　　　読売新聞西部本社、西日本新聞社、NHK長崎放送局、NBC長崎放送、KTNテレビ長崎、
　　　　　NCC長崎文化放送、NIB 長崎国際テレビ、エフエム長崎、長崎ケーブルテレビ（順不同） 
◇お問い合わせ先 : 長崎市文化観光部文化財課（協議会事務局） ☎095－829－1193 

１０月１日日
開場：正午
開会：午後１時

崇福寺～浜町アーケード～観光通り～中通り～市民会館
１０時３０分より 出演団体によるパレード（雨天中止）

令和５年

長崎市民体育館
（長崎市民会館内）

会　場
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開
開

日

長崎の祭りが鼓動する 
第46回
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長崎郷土芸能保存協議会加盟保存会
赤文字は、今回の参加団体です。三 重

盆踊り（東樫山）
東上面浮立 樫山盆踊り（西樫山）
大江山鬼退治（東上） 三重くどき踊
竜踊（角） 崎上浮立
竜踊（角上） 馬場浮立
畝刈・多以良盆踊り

式 見
式見女角力
俵藤太の百足退治
陸上女ペーロン
ヘラヘラ踊
安珍清姫

相川町月の輪太鼓
式見木場浮立
鍬踊・獅子舞
式見里コッコデショ

深 堀
深堀鍛冶町獅子舞

三 和
川原まだら

西浦上
滑石竜踊
横尾だんじり
住吉コッコデショ

小ヶ倉
小ヶ倉獅子舞

高 島
高島鼓響塾（姫大蛇）

茂 木
北浦獅子踊・俵かたげ踊
飯香浦地蔵祭飾そうめん
太田尾地蔵祭飾そうめん

中 央
若宮稲荷神社竹ン芸
長崎明清楽
十善寺龍踊

※特別参加
　長崎女子高等学校龍踊　

東長崎
現川浮立
馬場本浮立
ささら浮立
間の瀬狂言
中尾獅子浮立と唐子踊
矢上町コッコデショ
田之浦本浮立
矢上平野浮立
長崎シャギリ
蠣道浮立
中里獅子浮立
牧島銭太鼓

日 見
芒塚獅子舞

土井首
平山の大名行列
竿浦・江川浮立

野母崎
野母の盆踊り
長崎半島樺島ハイヤ節
高浜八幡神社大祭奉納相撲

入場
無料

〒851-1136　長崎県長崎市向町 47-48

TEL. 095-841-0428
FAX. 095-841-1864

◇本年出演踊町
　桶屋町…傘鉾・本踊 本石灰町…傘鉾・御朱印船
　船大工町…傘鉾・川船 丸山町…傘鉾・本踊
　栄町…傘鉾・阿蘭陀万歳 万屋町…傘鉾・鯨の潮吹き

◇問い合わせ先
　長崎伝統芸能振興会（長崎商工会議所内） TEL 095-822-0111 

朝 山 健 二

〒851-1137
長崎市式見町448



プログラム 

第46回

パレードは、10:30油屋町を出発し、順次浜町アーケードから中通り
を通り市民会館までパレードを実施します（雨天中止）

1  長崎シャギリ
2  高島鼓響塾（姫大蛇） 
3  中尾獅子浮立と唐子踊
4  式見女角力
5  長崎女子高等学校龍踊

※出演時間は前後することがあります 

13:00  開会セレモニー 
13:30  長崎シャギリ 
13:55  中尾獅子浮立と唐子踊 
14:40  高島鼓響塾（姫大蛇） 
15:05  式見女角力 
15:30  長崎女子高等学校龍踊 
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中尾獅子浮立と唐子踊保存会 

東長崎中尾地区に伝わる中尾獅子浮立は、享和2年（1802）の刻銘がある双盤により、
少なくともそれ以前から継承されているものと思われます。中国華南地方の影響を受け
た獅子頭、獅子胴が特徴です。 
唐子踊は、長崎の古い芸能の一つで、明治中期に日清戦争により長崎市西浜町は諏訪

神事の奉納踊りを中止しました。その際同町に加勢していた中尾郷の人たちが伝授し、獅
子浮立と合わせて、この地の芸能として仕立てられました。（長崎市指定無形民俗文化財） 

由緒来歴

東長崎地区

4年ぶり
11回目の出演
出演時間

13時55分頃 
出演人数

８０人

高島鼓響塾（姫大蛇） 

旧西彼杵郡高島町の「高島記」に記されている伝説「蛇谷」をアレンジ
し、「神楽：姫大蛇（ひめおろち）」を民俗芸能として継承しています。
姫大蛇が天に祈りを捧げて舞い踊る場面から始まり、2匹の大蛇の迫力あ
る舞と、姫や武士の優雅な剣舞などで構成されています。地元の中学生
が、舞や笛・小太鼓など懸命に練習し、文化祭など地域の保存会と一緒に
なって演技し、地域住民に喜ばれています。

由緒来歴

高島地区

初出演
出演時間

14時40分頃 
出演人数

１３人

式見女角力保存会 

明治38年頃、女相撲が旧式見村に巡業に来た時、日露戦争凱旋祝賀会に
下郷（下浜、下向自治会）の出し物として、当時の娘たちが女力士に踊を
教えてもらい、下郷の「角力取り踊り」として出演したのが始まりです。
その後、出し物は大正4年日独戦争の凱旋祝賀会、昭和9年式見防波堤の落
成祝、昭和15年乙宮神社新築造営祝賀会など、式見の主な祝賀会に出演し
ています。 

由緒来歴

式見地区

8年ぶり
6回目の出演
出演時間

15時05分頃 
出演人数

70人

長崎女子高等学校龍踊部 

長崎女子高等学校の龍踊部の誕生は平成15年4月、今年で創部20年を迎
えました。龍踊史上初めて女性のみでの挑戦を続けており、21年目に入り
ました。使用する龍体は長さ20m、重さ100㎏を超えております。 
龍体の色はこれも史上初の赤色で、中国陰陽道では、南を赤龍が守って
いるという説があり、長崎女子高等学校は長崎市の南に位置していること
から赤の龍を誕生させました。 

由緒来歴

中央地区

特別出演
出演時間

15時30分頃 
出演人数

62人

長崎シャギリ保存会 

“シャギリ”は、長崎くんちの各町奉納踊りに付属する囃子のことです。
演奏曲は「道中」「諏訪入」「片シャギリ」の3曲あります。特に、「道中」の際
に演奏される「八橋」は、長崎シャギリ保存会だけに伝承され、演奏されま
す。“シャギリ”の起こりは江戸時代18世紀の中期と考えられており、長崎
近郊の片渕郷・本河内郷で演じられ、長崎街道に沿って伝播し、現在は東
長崎地区を中心に保存が行われています。（長崎県指定無形民俗文化財） 

由緒来歴

東長崎地区

2年連続
12回目の出演
出演時間

13時30分頃 
出演人数

29人

創業　貞亨３年（1686）

☎０９５-８２１-２１２１
E-mail　info@koutukankou.com


